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� 一般ニュース �

評議会（６月４日（火））承認事項

東京大学の大学院等の専攻及び講座等に関す
る規則の一部改正

協力講座の新設・廃止等、併せて規定の整備を行うこ
とに伴い所要の改正が行われた。

附 則
この規則は、平成１４年６月４日から施行し、改正後の

東京大学の大学院等の専攻及び講座等に関する規則の規
定は、平成１４年４月１日から適用する。

平成１５年度予算の概算要求に関する基本方針

平成１５年度予算の概算要求に当たっては、第２期科学
技術基本計画や大学審議会の答申を踏まえ、「知の創造
と継承」を使命とする大学として、「挑戦の精神」と「高
い志」を備えた人材を養成すべく教育の充実を図るとと
もに、社会の期待に応えるべく高度な学術研究を推進す
ることを基本としつつ、設置形態も含め国立大学の役割
が厳しく問われている現状、及び我が国の財政が極めて
危機的状況にあることに配慮しつつ、下記の方針に沿っ
て、要求事項を厳選して重点的に要求を行うものとする。
特に、キャンパスの整備については、「東京大学キャ

ンパス計画の概要」（平成４年６月９日評議会決定）の
趣旨を踏まえ、三極構造構想のより一層の推進を図ると
ともに、既存キャンパスの有効活用など大学全体として
の総合的、統一的な再配置及び再開発の更なる推進に向
けて努力する。

ア．大学院の充実強化

大学院の充実強化については、教育研究上並びに社会
的要請の強い分野について要求する。また、学生定員に
ついては、教育研究上の諸条件等を総合的に考慮のうえ
所要人員を要求する。

イ．学部学科の改組等

学部学科の改組については、既存組織の見直しを行い、
教育研究上の必要性や社会的要請が極めて強いものを要
求し、また、学生の入学定員の改訂については、原則と
して抑制する。

ウ．研究所の改組等

研究所の改組等については、組織・機構の多角的な点
検・評価と見直しを行うとともに大学としての適正規模
及び学術研究の進展、社会的要請等を勘案して行うこと
とし、既存の研究部門の転換・再編成についても積極的
に検討する。

エ．講座・研究部門の増設等

「国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関
する省令」、「国立大学の大学附置の研究所の研究部門に
関する省令」の廃止に伴う、定員・機構に係る概算要求
事項の弾力化に関するものを除いた講座・研究部門の増
設等については、教育研究上の要請と社会的要請の強い
分野を要求する。なお、研究部門については適切な存続
期限を付することをも併せて検討する。

オ．附属施設の新設・整備

附属研究・教育施設等の新設・整備については、学内
における検討状況等を踏まえ、教育研究上の要請と社会
的要請の極めて強いものとし、合理的な整理・再編成及
び共同利用化等に関する熟度・緊急度等を勘案し要求す
る。

カ．重要学術研究の推進

大型プロジェクト研究等については、継続事業に係る
ものを優先するが、新規事業については、新たな発展の
源泉となる知識の創出等につながる分野等の学術研究が
推進できるものを要求する。

キ．国際交流の整備等の推進

学術研究・教育の国際化に対応し、かつその推進を図
るため、国際的な学術交流・共同研究、外国人研究者・
留学生の受入れ並びに宿泊施設等の所要の整備・充実を
促進する。
また、民間資金の有効な活用を図る教育研究協力体制

の工夫・整備等を推進する。

ク．社会連携の強化

地域社会・経済社会との連携・協力関係を深めること
により、大学の社会的貢献を増進する。特に産業界との
間の連携を推進し、大学の優れた研究成果を社会に還元
するとともに、大学自身の研究の活性化を図るために事
務機構の改組を含め、全学的な窓口の整備を行う。

ケ．情報基盤の整備充実等

高度情報通信社会に対応し、情報の創造・蓄積・発信
により大学の教育・研究の高度化を図るとともに、セ
キュリティー対策等の情報基盤の重点的な整備を推進す
る。
また、附属図書館の重点的な整備・充実を図る。

コ．附属病院の整備

附属病院については、病院マネジメントの促進を図り、
社会的要請に適切に対応した大学病院の教育・研究・診
療体制及び看護師等医療技術職員の整備・充実を推進す
る。

サ．基幹的教育研究経費の充実

教育研究基盤校費等大学における基幹的教育研究経費
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の質的充実を図るとともに、大型特殊装置の運転費等に
ついてその実態に即した経費の充実を図る。

シ．教育・研究用機器の整備

教育・研究用機器の整備については、萌芽的教育研究
用機器を含め、真に必要なものについて共同利用化・管
理運営・建物等の関連性を配慮のうえ要求する。
また、電子計算機の整備についても、目的・規模・運

用の見通しなどを勘案のうえ要求する。

ス．事務機構要員等の確保

事務機構の整備等については、事務組織の抜本的な見
直しや、IT化による事務手続の効率化を図ることを基
礎として、一元化・集中化が可能な事務の集約化や合同
化等により、簡素化・効率化を図るとともに職員の再配
置等を行い、国際化・情報化等新たなニーズに対応した
大学運営の整備強化を図るための要求を行う。

セ．学生及び教職員の厚生施設等の充実

学生・教職員の厚生施設等については、用地及び設置
後の管理運営等を考慮のうえ、集約化も含めた整備を図
るなど学生・教職員のための環境整備を推進する。

ソ．環境安全体制の整備等

法令等により規制を受ける危険廃棄物の適切な処理、
RI施設の安全管理等については、これに必要な施設・
設備・要員の整備を図るとともに、教職員・学生につい
ての特別健康診断等必要な経費を要求する。

タ．大学環境・建物等施設の整備

建物等施設の整備については、三極構造構想等キャン
パスの整備計画に基づき年次計画に沿って整備を行うも
の、及び新たな教育研究組織に必要な施設などについて、
既存施設の点検評価、維持管理・運営体制の検討状況等
を勘案のうえ、施設の効率的な活用に配慮するとともに、
文部科学省が策定した「国立大学等施設緊急整備５か年
計画」に則り、真に必要とされる緊急性の高いものを重
点として要求する。

大学院学生学術研究奨励金の採択決まる

本学大学院学生の国外での研究活動に必要な助成を図
るため「東京大学大学院学生学術研究奨励金」が昭和５８
年度から設けられているが、このほど学術研究奨励資金
実施委員会において、平成１４年度前期（６～１１月）応募
者の審査が行われ、５４件の実施計画が採択された。応募
者は１４６名であった。なお、研究科別採択状況は以下の
とおりである。

研究科名 応募
者数

採用
者数 主な渡航先

人文社会系研究科 ６ ４ イギリス、インドネシア、
シンガポール、カナダ

教育学研究科 ３ ２ オランダ、アメリカ

経済学研究科 ５ ３ スペイン・オーストリア、
フランス、中国

総合文化研究科 ２７ ７ フランス、スイス、イギ
リス、中国、カナダ、韓
国

理学系研究科 １６ ６ アメリカ、イギリス、ス
ペイン、スイス、ギリ
シャ、

工学系研究科 １４ ７ インド、スウェーデン・
オランダ、アメリカ、台
湾、イタリア、ドイツ、
フランス

農学生命科学研究
科

３７ ９ カナダ、フランス・スペ
イン、ノルウェー、アメ
リカ、ドイツ、マレーシ
ア、オーストラリア

医学系研究科 ４ ４ フランス、タイ、オラン
ダ

薬学系研究科 １７ ４ アメリカ、ドイツ、フラ
ンス

数理科学研究科 ３ ２ 中国

新領域創成科学研
究科

１２ ４ アメリカ、スペイン、カ
ナダ、フランス

情報理工学系研究
科

２ ２ スイス、アメリカ
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� 部局ニュース �

「生物情報科学学部教育特別プログラム設立
記念シンポジウム」が開催された

昨年１０月理学部に文部科学省科学技術振興調整費（新
興分野人材養成）による生物情報科学学部教育特別プロ
グラムが設置された。これはバイオインフォマティクス
の人材養成を目的とした教育研究組織であるが、本年４
月よりその教育研究活動を本格的に開始したことを記念
して、また、本プログラムの活動を広く知ってもらうこ
とを目的として、上記のシンポジウムが平成１４年５月２２
日に弥生講堂にて開催された。

シンポジウムに先立ち、午後１時半より設立記念式典
が開かれた。本プログラム代表の佐藤勝彦理学系研究科
長・理学部長からの挨拶、本プログラム実施委員の西郷
薫、萩谷昌己両教授からの本教育プログラムの趣旨、設
立経緯、カリキュラム等の説明の後、小間篤（本学副学
長）、田中敏（文部科学省ライフサイエンス課長）、金久
實（京都大学バイオインフォマティクスセンター長）の
３名の来賓より祝辞があった。

この式典の後、引き続いて、午後２時よりシンポジウ
ムが開催された。まず、最初に、本プログラムに携わっ
ている５名の教官（高木利久教授、横山茂之教授、森下
真一助教授、南康文特任教授、黒田真也特任助教授）よ
りそれぞれの研究やその将来展望についての発表があり、
その後、松原 謙一氏（奈良先端科学技術大学院大学客
員教授、大阪大学名誉教授）による「分子生物学の歩み
と生物情報科学への期待」と題する招待講演が行われた。

参加者は来賓を含む招待者および本プログラム関係者
が約９０名、一般参加者が約１７０名、合計約２６０名と大変多
く、この分野への関心の高さが伺われた。なお、本プロ
グラムの詳しい内容は、下記のホームページから見るこ
とができる。
http：／／www.bi.s.u―tokyo.ac.jp

（大学院理学系研究科・理学部）

プログラム代表の佐藤理学系研究科長・理学部長の挨拶

小間副学長の祝辞

会場の様子（松原先生の講演）

松原先生の特別招待講演
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植物園で学生・教職員の交歓会が開かれる

大学院理学系研究科・理学部の、恒例行事となってい
る学生と教職員の交歓会が平成１４年５月２０日（月）午後、
小石川の理学系研究科附属植物園において開催された。
当日は心配された雨も昼前にはあがり、新緑の園内に

はおよそ６００人程の学生・教職員が集まった。
佐藤研究科長、邑田植物園長の挨拶に始まり、岡村評

議員の発声で交歓会が開始された。
学生・教職員はもとより名誉教授の方々にもご参加い

ただき、芝生には飲み物などを手に学科・専攻を越えて
語り合う懇親の輪がいくえにも広がり新緑を満喫しなが
ら、和気藹々とした楽しい交歓の一時を過ごした。

（大学院理学系研究科・理学部）

附属牧場で中学生の体験学習実施

大学院農学生命科学研究科附属牧場では県内の「ひた
ちなか市立勝田第二中学校」の依頼により平成１４年５月
１７日（金）、体験学習を行った。
当日は朝からくもり空であったが午前９時３０分に担当

教諭、新１年生３８名を含め総勢４１名がバスで到着。事前
に担当教諭との打合せのとおり、汚れてもよい服装、長

靴履き等のいでたちで澤�牧場長より東大牧場の意義、
役割等を説明、注意事項の話があった後、現場に向かっ
た。
まず始めに牛舎に集まり、担当職員の指導のもとに全

員が乳牛の搾乳、牧場長自ら指導のもとに牛の第１胃収
縮運動音を聴診、反芻の様子を観察、餌やり等を各人が

乗馬のブラッシング

牛の第一胃収縮運動音を聴診

畜舎の清掃

餌やり

交歓会の風景

２００２．６．１２ №１２４１
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行った。その後、小動物（山羊、豚、緬羊）の世話をす
るグループと馬の世話をするグループとに班分けをし、
それぞれ畜舎の清掃、餌やり、乗馬のブラッシング等、
各担当職員の指示のもと、動物と触れ合いながら体験し、
午前中の予定はアッという間に終了した。
昼食をはさんで午後１時より午前の班と交代し同様の

作業や、牛舎内では糞の清掃作業も体験してもらった。
また午前中に行った搾乳をもう一度やりたいと申し出た
生徒（比較的多かった）には再度体験してもらった。
最後は馬を引いたり、乗馬の体験もしてもらい、予定

時間を３０分超過し、午後２時３０分に無事終了した。気に
なった天気も乗馬の時ちょっと雨がパラパラした程度で
あった。最初は動物に直接触れることが初めての生徒が
多かったようで逃げ腰だったが、段々と慣れてきて終盤
は楽しんでいたようだ。
牧場は、動物の餌である牧草収穫作業等におわれ、大

変忙しい時期であったが職員一同皆親切に指導にあたっ
た。
担任教諭より牧場の多忙な時期に、みなさんの協力で

学校では普段出来ない貴重な体験を生徒にさせる機会を
与えてくれたことへの謝辞があった。
最後に牧場としては、今後とも機会があればこのよう

な地域住民とふれあっていける場としたいと考えている。

（大学院農学生命科学研究科・附属牧場）

陸上部２１年振りに１部昇格

正月の箱根駅伝は、関東学生の駅伝です。その上位に
入る駒沢大や神奈川大が関東学生陸上では２部校、とい
うことからもわかるように関東の１部（１６校が１部校、
残り６０数校が２部校、毎年２校入れ替え）に上がるのは
大変です。東大は１９７７年に昇格し１９８１年に降格して以来、
１部昇格はありません。
さて今年の関東学生陸上は平成１４年５月１２、１６―１８日に

国立競技場で行われました。今年は出口主将を中心に
フィールドが強いので、あわよくば１部という気持ちで

臨みました。そして１日目から、出口が円盤投げで３９m
７９の自己ベストで４位、副将藤原が走り高跳び２m００で
２位、競歩で春木が３位、熊丸が５位になるなどで３０と
１／３点を獲得し首位にたてました。これで勢いに乗れ、
本当に１部に行くぞという雰囲気になってきました。２
日目以降もその勢いに乗って、やり投げで岡野が６６m４１
の大幅自己新で優勝。砲丸投げも３位。川添が棒高跳び
４m９０で２位になるなど着実に加点し、トータル６４と１／
３点を獲得し城西大に続いて２部で総合２位に入り、慶
応大、東学大に入れ替わり１部昇格となりました。また
フィールド優勝しました。
２１年振り１部復帰というこの結果は、全天候舗装され

乳牛の搾乳

投擲４種目に入賞した出口主将

走り高跳び２mで２位の藤原

２１年振りの笑顔
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た第一グランドがあり、トレ体などにウェイト設備もあ
り、練習環境に恵まれていることが一つの大きな理由と
思います。またOB会が充実していることもあります。
１９８１年の２部降格は私が４年生の時で、そのことを忘れ
ずにきましたから、１部昇格を一番喜んでいるのは、今
は監督である私かもしれません。お世話になった多くの
方々に感謝し、さらに１部残留を目指していきますので、
よろしくお願いします。
陸上運動部監督 八田秀雄（大学院総合文化研究科）

教育学研究科で外国人留学生懇談会開かれる

恒例の外国人留学生懇談会が、平成１４年５月２２日（水）
５時３０分より、教育学部ラウンジにおいて行われた。
現在、教育学研究科には ９ヶ国、７１名の外国人留学

生が在籍している。本懇談会には、留学生、チューター、
教官、職員を含め約８０名が参加し、教育学部の小さなラ
ウンジは熱気につつまれた。
留学生担当教官が進行をつとめ、渡部研究科長の挨拶

に始まり、本年度４月入学の留学生の紹介とスピーチが
行われた。また、６月に国際交流室を設置し、留学生に
談話や学習の場を提供することが発表され、強い関心を
呼んだ。その後、留学生の歌や踊りなどの余興で、会は
最高の盛り上がりを見せた。教官による余興も飛び出し
た。あまりに短く感じられた２時間を惜しみつつ、和や
かな雰囲気の中で閉会となった。

（大学院教育学研究科・教育学部）

総合研究博物館特別展「北の異界―オホーツ
クと氷民文化」展、内覧会が開かれる

総合研究博物館春季特別展示「北の異界―オホーツク
と氷民文化」展（東京大学常呂実習施設・北海道常呂町
共同展示）開催に先立ち、平成１４年５月１６日に開かれた
内覧会・レセプションには、井原久敏北海道常呂町長、
林俊明常呂町議会議長、宮島洋副学長ほか約８０名が出席。
井原町長はあいさつで、「東京大学常呂実習施設に赴

任された歴代の先生方は、地域における大学の役割を重
視され、町総合計画・町史編纂・生涯教育などさまざま
な分野において、本町のまちづくりにあたっての指針策
定等に、多大な貢献をされてきた。この町の大きな羅針
盤となっていただいていることに衷心より厚く感謝を申
し上げる」などと話した。

東京大学コレクションⅩⅢ「北の異界―オホーツクと氷
民文化」展開催概要
会 場：総合研究博物館（本郷キャンパス）１階展示ホー

ル
主 催：総合研究博物館
共 催：大学院人文社会系研究科・北海道常呂町
期 間：平成１４年５月１８日（土）～７月１４日（日）月曜

日休館
開館時間：午前１０時～午後５時（入館は４時３０分まで）
入 館：無料
問い合わせ：ハローダイヤル０３－５７７７－８６００
ホームページ：http：／／www.um.u―tokyo.ac.jp／

（総合研究博物館）

懇談会の全景

教官と学生

内覧会の様子
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� キャンパスニュース �

平成１４年５月１日現在学生数
―学部学生１５，３７０人、大学院学生１１，８１１人、研究生等

９０８人―

本学では、毎年５月と１１月の年２回、同月１日現在の学
生数を調査し「学内広報」に掲載している。本年５月１
日現在の学生数は次のとおりである。
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大 学 院 関 係 統 計

（１）平成１４年度入学者数
（２）平成１３年度修了者数
（３）平成１３年度休学者数
（４）平成１３年度留学者数等
（５）平成１３年度研究指導委託・受託学生数
（６）平成１３年度学位論文審査協力依頼件数
（７）年度別学位授与状況（課程博士）
（８）年度別学位授与状況（論文博士）

（ 総 務 部 学 務 課 ）

№
１２４１

２００２
．
６
．
１２
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� 掲示板 �

東京大学学術研究奨励資金による国際交流助
成事業の募集について

下記要綱のとおり募集しますので、平成１４年７月２６日
（金）までに研究協力部国際交流課国際学術掛あて提出
願います。
なお、申請手続き等詳細につきましては、各部局の担

当掛へお問い合わせください。
１．平成１５年度東大シンポジウム開催経費助成事業
２．平成１４年度国際交流推進経費助成事業（後期分）
３．平成１４年度若手研究者派遣経費助成事業（後期分）
各事業の申請書類は次のURLにてダウンロードでき

ます。
http：／／www.adm.u―tokyo.ac.jp／kenkyou／kokusai／gaku
―kin.html

平成１５年度東京大学学術研究奨励資金による東大シンポ

ジウム募集要項

１．趣 旨
部局間にまたがるやや規模の大きい学際的な国際研

究集会を「東大シンポジウム」として開催することと
し、そのために必要な経費を学術研究奨励資金から補
助するものである。

２．応募資格
本学の教授、助教授、講師及び助手とする。

３．対象分野
人文、社会及び自然科学の全分野

４．補助の対象となる要件
�１ 特定の主題について、内外の研究者が学術的発表
及びそれに関する討議を行い、その分野の研究を増
進することを目的とするもの

�２ 日本側の主要メンバーは、本学教官で、２以上の
部局の教官が参加するもの

�３ 主催にかかる運営の学内体制が十分に確保される
もの

�４ 平成１５年度中に開催されるもの
�５ 主たる経費の出途が学術研究奨励資金によるもの

５．補助の対象となる経費
�１ 外国人招待講演者の旅費及び滞在費並びに外国人
一般参加者の滞在費

�２ 国内の学外招待講演者の旅費
�３ 招待講演者の講演謝金（主として外国人参加者）
�４ シンポジウム開催に直接必要な印刷（製本）費、
通信運搬費、会場借料等

注）本学の教官は招待講演者とみなされないので講演
謝金は支給されない。また、原則として、旅費も支
給されない。

６．補助額及び採択予定件数
１件の補助額は、５００万円程度を限度とし、採択件

数は、３～４件程度を予定している。

７．申請手続及び提出期限
開催責任者は、「平成１５年度東大シンポジウム開催

経費申請書」（別紙様式１）一部を、当該シンポジウ
ムの概要（サーキュラー等）の資料があれば添付し、
所属部局長を経由後、平成１４年７月２６日（金）までに
総長宛提出すること。なお、各部局内においての提出
期限については、各部局事務担当に問い合わせること。

８．選考方法及び採否の通知等
選考は、学術研究奨励資金実施委員会が行い、採否

は、平成１４年９月下旬頃までに、開催責任者の部局長
宛通知する。

９．報告書の提出
開催責任者は、シンポジウム終了後１ヵ月以内に

「平成１５年度東大シンポジウム実施報告書」一部を所
属部局長を経由し速やかに総長宛提出すること。（様
式については採択通知に添付する。）

平成１４年度（後期分）学術研究奨励資金による国際交流

推進経費募集要項

１．趣 旨
本学と海外の学術研究機関が行う大学間・部局間の

組織的な交流を一層促進することを目的に、教官の派
遣及び招へいについて、必要な経費の一部を学術研究
奨励資金から助成するものである。

２．応募資格
本学の教授、助教授、講師及び助手

３．実施期間
平成１４年１０月から平成１５年３月までの間に実施され

るもの。
４．助成経費

本学の教官の派遣旅費及び外国人研究者の招へい旅
費とする。原則として１０日以内とする。
※派遣旅費：本学から訪問先研究機関までの最も経
済的な通常の経路及び方法による旅行に必要な往
復航空運賃（エコノミークラスのディスカウント
運賃）、鉄道等往復運賃（本学から最寄りの空港
までとする）、滞在費（旅費法による日当、宿泊
料）及び日本国内空港施設使用料とする。

※招へい旅費：招へいする外国人研究者の本国にお
ける研究機関から本学までの最も経済的な通常の
経路及び方法による旅行に必要な往復航空運賃
（エコノミークラスのディスカウント運賃）、鉄
道等往復運賃（本学から最寄りの空港までとする）、
滞在費（旅費法による日当、宿泊料）及び日本国
内空港施設使用料とする。

５．助成限度額
１件当たり、２００万円を限度とする。

６．申請手続
別紙様式１により、平成１４年７月１日（月）から平

成１４年７月２６日（金）までに、所属部局長から総長あ
て提出すること。なお、申請が複数の場合は順位を付
した上で提出のこと。
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７．選考及び採否の通知
選考は、学術研究奨励資金実施委員会が行い、採否

の決定は平成１４年９月下旬頃までに、所属部局長あて
通知する。

８．報告書の提出
別紙様式２により、交流実施後、速やかに所属部局

長から総長あて提出すること。
９．申請書等の送付先

研究協力部国際交流課国際学術掛

平成１４年度（後期分）学術研究奨励資金による若手研究

者派遣経費募集要項

１．趣 旨
本学における学術研究の将来を担う若手研究者が、

海外の優れた大学等学術研究機関を訪問し、発想や研
究方法の異なる外国人研究者との交流によって学問的
刺激を受けることにより、国際的視野を持つ研究者の
養成に資することを目的とする。このため若手研究者
の派遣に対し、必要な経費の一部を学術研究奨励資金
から助成するものである。

２．申請資格
平成１４年４月１日現在年齢３５歳未満の本学の教官。
ただし、前回採択された者を除く。

３．期 間
平成１４年１０月から平成１５年３月までの間に派遣され

るもので、原則として１５日以内とする。
４．助成経費及び助成件数

派遣旅費を助成し、助成件数は、１５件程度を予定し
ている。
※派遣旅費：本学から訪問先研究機関までの最も経
済的な通常の経路及び方法による旅行に必要な往
復航空運賃（エコノミークラスのディスカウント
運賃）、鉄道等往復運賃（本学から最寄りの空港
までとする）、滞在費（旅費法による日当、宿泊
料）及び日本国内空港施設使用料とする。

５．申請手続
別紙様式１により、平成１４年７月１日（月）から平

成１４年７月２６日（金）までに、所属部局長から総長あ
て提出すること。なお、申請が複数の場合は順位を付
した上で提出のこと。

６．選考及び採否の通知
選考は、学術研究奨励資金実施委員会が行い、採否

の決定は平成１４年９月下旬頃までに、所属部局長あて
通知する。

７．報告書の提出
別紙様式２により、交流計画の終了後、速やかに所

属部局長から総長あて提出すること。
８．申請書等の送付先

研究協力部国際交流課国際学術掛

アジア大学演習林シンポジウム
「アジアにおける森林生態系の持続可能性と大学演習林

の役割－Role of University Forests for Sustainability of

Asian Forest Ecosystems」の開催

日 時：平成１４年８月６日（火） ９時～１５時
場 所：東京大学農学部３号館４階 大会議室
シンポジウムの趣旨と参加予定国は次の通りです。
奮ってご参加下さい。

人間活動の拡大によって森林生態系が劣化、消失して
いることは、世界的に深刻な環境問題のひとつであり、
人口密度が高いアジア諸国においては特に問題となって
います。一方、森林生態系は幅広い環境保全機能を持っ
ており、地球規模での気候の調節、土壌や水資源の保全、
生物多様性と遺伝子資源の保全などの多様な役割を果た
しています。したがって森林生態系の持続的な管理は、
人類の持続的な発展に決して欠かすことができないと考
えられます。このような状況において、各国の大学演習
林は研究と教育とを通じて、現在また将来にわたって、
どのような役割を担うべきでしょうか。
このシンポジウムでは、アジアの大学演習林が、過

去・現在・未来におけるアジアの森林生態系保全にどの
ような貢献をしてきたか、また貢献していくべきかを議
論し、各国演習林の情報の交換と共同研究への第一歩と
して、大学演習林が森林生態系の持続的管理で主導的役
割を担っていくために必要な大学演習林間のより緊密な
ネットワーク作りへの提案を各国から行います。

参加予定国：韓国（ソウル大学校）、台湾（台湾大学）、
中国（東北林業大学）、マレーシア（マレー
シアプトラ大学）、インドネシア（ガジャ
マダ大学）タイ（カセサート大学）

参 加 費：１，０００円（プロシーディング等実費）
主 催：東京大学演習林

http：／／www.uf.a.u―tokyo.ac.jp／
申し込み・問い合わせ先：
〒４１５―０３０４ 静岡県賀茂郡南伊豆町加納４５７
東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林樹芸研
究所 齊藤陽子
TEL：０５５８―６２―００２１ FAX：０５５８―６２―３１７０
e―mail：yoko@uf.a.u―tokyo.ac.jp
FAXまたはメールにて平成１４年６月３０日までにお送

りください。
（大学院農学生命科学研究科附属演習林）
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大学院経済学研究科修士課程の学生募集につ
いて

平成１５（２００３）年度東京大学大学院経済学研究科修士
課程の入学試験は、次のとおり実施される。
１．受入予定人員 １０８名
２．出 願 期 間 平成１４年８月１９日（月）～８月２３日（金）

（郵送の場合、８月２２日（木）の消印
まで有効）

３．試 験 期 日 �１ 筆記試験 平成１４年９月１２日（木）
�２ 口述試験 平成１４年９月２７日（金）

※募集要項は、大学院経済学研究科・経済学部大学院掛
で配付中である。

（大学院経済学研究科・経済学部）

教養学部美術博物館のお知らせ

教養学部美術博物館では、美術評論家、神奈川近代美
術館主任学芸員水沢勉氏をお迎えして、次の通り講演会
を開催いたします。今回はパウル・クレ－と日本の出会
いについて講演の予定です。多数ご来聴下さいますよう、
ご案内申し上げます。
演 題：「極東へ―パウル・クレ－と日本の出会い」
講 師：水沢 勉 氏

（美術評論家、神奈川近代美術館主任学芸員）
日 時：平成１４年６月２４日（月）

午後４時３０分より
会 場：教養学部１２号館１階、１２１４教室
問い合わせ先：教養学部美術博物館

TEL ０３―５４５４―６１３９
（大学院総合文化研究科・教養学部）

「教養学部報」第４５７（６月５日）号の発行
――教官による、学生のための学内新聞――

一井信吾：ウイルス流行警報発令中！コンピュータ・ウ
イルスの傾向と対策

竹内信夫：新しい図書館の話をしよう厳粛に、そして静
粛に

丹野義彦：学生相談所協力教官を知っていますか？
後藤則行：環境問題への学際的対応
〈私のいち押し〉
渡會公治：美しく立つ
鳥居寛之：二千円札
草光俊雄：Ｗ＆Ｎで描く
白石潤一：突破せよ！
今橋映子：たかがガイド・されどガイド

――本と美術展への道しるべ
里見大作：駒場・駒場野・駒場が丘
〈時に沿って〉

岡山 裕：社会科学と地域研究の間で
――ある夏の思い出

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、図
書館入口、学生課ロビー、生協書籍部、保健センター駒
場支所で無料配布しています。バックナンバーもありま
す。

（大学院総合文化研究科・教養学部）

東京大学地震研究所一般公開と公開講義
地球からのメッセージをとらえる

東海地震・富士山は今…

東京大学地震研究所では、一般の方々や学生・生徒の
皆さんを対象として、地球科学に関する最先端の研究に
触れていただくとともに私共の研究活動についてご理解
いただけますよう、一般公開と公開講義を下記の要領で
行ないます。皆様のご来訪を心よりお待ちいたしており
ます。
◎一般公開
【日時】平成１４年７月２５日（木）、２６日（金）

１０：００～１６：３０
【場所】東京大学地震研究所（文京区弥生１―１―１）

駐車場がありませんので、お車での来場はご
遠慮ください。

【展示内容】地震や火山噴火の仕組み、災害の防止等に
関する研究について、最新の成果をコン
ピューター映像やパネル展示でわかりやす
く説明いたします。毎年好評の実験コー
ナーや起振車による地震動の体験コーナー
に加えて、今年は東海地震・富士山関係の
特設コーナーも開設する予定です。

◎公開講義
【日時】平成１４年７月２５日（木）

１４：４０～１７：００（開場１４：００）
【場所】東京大学安田講堂（文京区本郷７―３―１）

駐車場がありませんのでお車での来場はご遠
慮ください。

【定員】８００名（申込先着順）。受講無料。
【申込方法】郵送とe―mailによる申込みを受け付けてい

ます。
〈郵送の場合〉往復葉書に住所・氏名・年齢・職業
（できれば会社・学校名など）・電話番号を明記
し、返信面には返送先を記入の上、７月１２日（必
着）までにお申し込み下さい。

〈e―mailの場合〉 住所・氏名・年齢・職業（でき
れば会社・学校名など）・電話番号・e―mailアド
レスを明記し、７月１２日（必着）までにお申し込
み下さい。

【申込先】東京大学地震研究所庶務掛公開講義係〈１〉
〈郵送〉 〒１１３―００３２ 文京区弥生１―１―１
〈e―mail〉 openlec@eri.u―tokyo.ac.jp

【その他】受講資格は問いませんが、中学生以上の方を
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想定した内容です。

《公開講義プログラム》
１４：００ 開場
１４：４０～１４：５０ 主催者挨拶
１４：５０～１５：５０“活火山”富士の素顔（藤井敏嗣教授）
１５：５０～１６：００ 休憩
１６：００～１７：００ バーチャルシティに地震を起こす！

―地震シミュレーションの可能性―
（堀 宗朗教授）

《講義内容紹介》
〈“活火山”富士の素顔〉 藤井敏嗣教授
端正な富士山もかつては激しい噴火を続け、まき散ら

した火山灰で関東の大地をつくりあげました。そして今、
地下では次の噴火の準備が着々と進められています。富
士山のこれまでの活動と現在の状況の解説から、火山と
しての富士山の素顔に触れて頂きます。
〈バーチャルシティに地震を起こす！〉 堀 宗朗教授
都市を丸ごとコンピュータ上に再現したバーチャルシ

ティに、断層から地震を起こして建物の揺れをシミュ
レートします。建物一つ一つはもちろん、ライフライン
や都市全体の被害の予測がこれまで以上に正確にできる
ようになります。
●一般公開と公開講義の問い合わせ先
東京大学地震研究所庶務掛 TEL（０３）５８４１―５６６６

●インターネットホームページによる案内
http：／／www.eri.u―tokyo.ac.jp／KOHO／PANKO.html

（地震研究所）

第７回 東京大学史料編纂所 史料学セミ
ナー

今年は、東京大学史料編纂所所蔵の史料に関わる研究
成果を中心にして開催致します。

【会場】東京大学史料編纂所２階大会議室
営団地下鉄丸の内線・都営地下鉄大江戸線 本郷三丁目
駅より徒歩８分
南北線 東大前駅より徒歩１０分
【講義日程】（毎回１３：３０～１６：５０）
第１回 平成１４年１０月５日（土）

山口英男「尾張国郡司百姓等解をめぐって」
保谷 徹「幕末の軍事外交史料」

第２回 平成１４年１０月１９日（土）
橋本政宣「近世の二条家日記群」
山家浩樹「禅院文書の流出とその復元」

第３回 平成１４年１１月２日（土）
馬場 章「後藤四郎兵衛家の三家業―彫金・大

判座・分銅座―」
山田邦明「戦国大名の書状」

第４回 平成１４年１１月１６日（土）
五野井隆史「キリシタン史料とコンフラリア（信

心会）」
阿部晶彦・末柄 豊「古記録―実隆公記の修復」

【募集要項】
募集対象 日本史学を専攻する大学院生・学生、史料・

図書を扱う仕事や歴史教育に従事されている
方

募集人員 約３０名（応募者多数の場合は抽選）
募集期間 平成１４年６月１７日（月）～７月１７日（水）
応募方法 はがきに住所・氏名・年齢・職業または所属

学校・学年・電話番号を記し、下記の申込先
までお送りください。（期間内必着）

受 講 料 ６，８００円（全８講分）
申 込 先 〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学史料編纂所庶務掛
電話 ０３―５８４１―５９４３・５９４４

講義内容については、ホームページ（http：／／www.hi.u
―tokyo.ac.jp／index―j.html）もご覧ください。

（史料編纂所）

「GISで環境学習！」シンポジウム

趣 旨：環境問題が大きな社会問題となっている現代に
おいて、学校での環境学習は、総合学習が設け
られたこともあり、大きな課題となっている。
その学習形態は、単に学校の中にとどまらず、
公共団体、地域のコミュニティ、ボランティア、
市民が連携して学習する活動が試みられており、
特に、その連携的環境学習を支える有効な道具
として、地理情報システム（GIS）が注目を浴
びている。このシンポジウムでは、GISで環境
学習を試みている実例を紹介し、学校と様々な
人々や団体が連携してGISで環境学習をすると
いう新たな方法を議論する。

日 時：平成１４年７月１３日（土）１３：００－１８：００
場 所：東京大学農学部 弥生講堂（参加無料）
プログラム：http：／／www.gisa.t.u―tokyo.ac.jp 掲載
問い合せ先：東京大学空間情報科学研究センター
（TEL：０３―８５４１―６２２５、tkuroiwa@ua.t.u―tokyo.ac.jp）

（空間情報科学研究センター）
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夏季データベース講習会のお知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、下記のとお
り夏季データベース講習会を実施します。データベース
を利用した最新の文献調査方法に関する講習会です。ど
なたでもお気軽にご参加ください。
［データベース出張講習会］
ご要望に応じた内容で研究室までお伺いします。授業や
ゼミ等でご活用下さい。
希望の日時、内容等をメールでお知らせ下さい。スケ
ジュールを調整の上、折り返しご連絡します。
●申込み先 学術情報リテラシー掛（２２６４９）

literacy@lib.u―tokyo.ac.jp
［データベース定期講習会］
パソコンを使った実習を中心にしたコースです。ご都

合の良い時間帯を選んでどうぞご参加ください。（１１：
００～１２：００、１５：００～１６：００、１８：００～１９：００）
参加予約は不要です。時間までに会場に直接お越し下

さい。
●会場
総合図書館１階メディアプラザⅠ 講習会コーナー

●定員 １２名（先着順）

（情報基盤センター）

●各コースの内容

コース名 内 容

入門コース ・授業で指定された文献や参考文献リ
ストに記載された文献の所在調査の
テクニックを習得することを目的と
します。

・OPACなど基本的なデータベースを
使った検索実習を中心とします。

実践コース�１
文献データ
ベース

・研究に必要な文献を調査・収集する
テクニックを習得することを目的と
します。

・雑誌記事索引データベースをはじめ、
各専門分野の文献データベースの検
索実習を中心に、文献調査方法と電
子ジャーナルの利用について紹介し
ます。

実践コース�２
引用索引デー
タベース
（Web of Science）

・研究に必要な文献を調査・収集する
テクニックを習得することを目的と
します。

・引用索引データベース（Web of Sci-
ence）の検索実習を中心に、文献
調査方法と電子ジャーナルの利用に
ついて紹介します。

●スケジュール（７月～８月）

月 火 水 木 金

７／１ ７／２
１５：００―１６：００
実践�１

７／３ ７／４
１１：００―１２：００
実践�２

７／５

７／８
１５：００―１６：００
入門

７／９ ７／１０
１８：００―１９：００
実践�１

７／１１ ７／１２
１５：００―１６：００
実践�２

７／１５ ７／１６
１８：００―１９：００
入門

７／１７ ７／１８
１１：００―１２：００
実践�１

７／１９

７／２２
１８：００―１９：００
実践�２

７／２３ ７／２４
１１：００―１２：００
入門

７／２５ ７／２６
１５：００―１６：００
実践�１

７／２９ ７／３０
１１：００―１２：００
実践�２

７／３１ ８／１
１５：００―１６：００
入門

８／２

８／５
１８：００―１９：００
実践�１

８／６ ８／７
１５：００―１６：００
実践�２

８／８ ８／９
１８：００―１９：００
入門

８／１２ ８／１３
１１：００―１２：００
実践�１

８／１４ ８／１５
１８：００―１９：００
実践�２

８／１６

８／１９
１１：００―１２：００
入門

８／２０ ８／２１
１５：００―１６：００
実践�１

８／２２ ８／２３
１１：００―１２：００
実践�２

８／２６ ８／２７
１５：００―１６：００
入門

８／２８ ８／２９
１８：００―１９：００
実践�１

８／３０

http：／／www.lib.u―tokyo.ac.jp／dl／koshukai／
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　東京大学　事務局総務課広報室 
03（5841）2031

　東京大学　事務局総務課広報室 03（5841）2031

� 広報委員会 �
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� 事務連絡 �

人 事 異 動 （教官）

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（昇 任）
１４．５．１６ 松 井 彰 彦 大学院経済学研究科教授 大学院経済学研究科助教授

〃 金 森 修 大学院教育学研究科教授 大学院教育学研究科助教授
１４．６．１ 武 田 重 信 大学院農学生命科学研究科助教授 大学院農学生命科学研究科講師

〃 小 西 博 昭 大学院農学生命科学研究科助教授 神戸大学バイオシグナル研究センター助手
（転 任）

１４．６．１ 米 田 好 文 大学院理学系研究科教授 北海道大学大学院理学研究科教授
〃 良 永 知 義 大学院農学生命科学研究科助教授 独立行政法人水産総合研究センター養殖研

究所病理部病原生物研究室長
〃 上 田 完 次 人工物工学研究センター教授 神戸大学工学部教授

（併 任）
１４．５．１ 寺 田 実 大学院情報理工学系研究科助教授 電気通信大学電気通信学部助教授
１４．５．１６ 中 澤 公 孝 大学院教育学研究科助教授 国立身体障害者リハビリテーションセン

ター研究所運動機能系障害研究部神経筋機
能障害研究室長

１４．６．１ 赤 林 朗 大学院医学系研究科教授 京都大学大学院医学研究科教授
〃 一 條 秀 憲 大学院薬学系研究科教授 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

生体支持組織学系専攻生体硬組織再生学講
座分子情報伝達学分野教授

〃 石 井 慶 造 原子力研究総合センター教授 東北大学大学院工学研究科教授
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� 訃 報 �

高橋 詢 名誉教授

本学名誉教授 高橋詢先生は、
平成１３年１０月１２日（金）病気のた
め逝去されました。享年８２才でし
た。
先生は、石川県のご出身で、昭

和１８年３月東京帝国大学理学部化
学科をご卒業後、理学部助手を経
て、昭和２９年４月に教養学部助教
授にご着任になり、昭和３７年４月に教授に昇任され、昭
和５５年３月に停年退官されるまで２６年間にわたって本学
教養学部において化学反応論および一般化学の研究教育
に従事されました。ご退官後は平成２年３月まで国際基
督教大学教授として同大学大学院理学研究科の創設に尽
くされるとともに引き続き化学反応論についてのご研究
を続けられました。
先生は昭和４４年２月から５月まで大学紛争の極めて困

難な時期に教養学部長を勤められ、授業再開のために大
変な努力をなさいました。この他、学内において基礎科
学科委員長を始めとして多くの責任ある役職を歴任され
ました。また、学外においても日本化学会理事、欧文誌
編集委員長、化学教育誌編集委員長など学会の発展のた

めに尽力なさいました。
先生のご業績は、化学反応の中間体であるフリーラジ

カルの構造を反応速度論の側面から追究されたものです。
先生がご研究を開始された当時、短寿命反応中間体を直
接検出することは難しく、先生の方法論はその点で先駆
的なものであって、そのご研究は、有機化学反応に光化
学反応を取り入れる光有機化学という大きな研究分野へ
発展しました。先生はイオンの反応にも興味をもたれ、
光・放射線の化学作用、大気化学、生命の起源などの広
い領域に化学反応研究という側面から多くの寄与を残さ
れました。
先生は、退官なさるまでご自分で実験をなさり、学生

とともに心から実験研究を楽しんでおられました。先生
は山を愛し、本学在任中から何回もヒマラヤ山脈などに
山行をなさいました。また、本学スキー山岳部の顧問教
官でもあられました。先生の化学反応研究への情熱は、
先生の白銀のやまなみへの憧れにつながっていたのでは
ないかと思われます。ここに先生を偲び、謹んで先生の
ご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院総合文化研究科・教養学部）
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中野 実 助教授

東京大学大学院教育学研究科助
教授・中野実先生は、闘病生活を
送っておられましたが、ご家族の
献身的な看護もむなしく、２００２年
３月３０日ご逝去されました。享年
五十歳、謹んで哀悼の意を捧げま
す。
先生は、立教大学文学部心理学

科を卒業の後、同大学大学院教育学専攻に進学され、寺
崎昌男教授のもとで、近代日本高等教育史の研究を開始
されました。博士課程在学中から、東京大学創立百年記
念事業後援会（百年史編集業務）に携わり、『東京大学
百年史・全十巻』（東京大学出版会、１９８４年―１９８７年）
編纂業務の中心的存在として、その刊行に尽力されまし
た。１９８１年より１９８７年までは専任助手として編纂刊行事
務に従事され、次いで’８７年４月からは新設の東京大学史
史料室助手として勤務されました。１９８８年４月、立教学
院に移られ、図書館大学史資料室、立教学院史編纂室に
おいて、嘱託として立教学院史の編集に従事された後、
１９９３年、本学教育学部助手（本学庶務部庶務課・文部事
務官併任）として、再び東京大学大学史史料室に勤務さ
れ、１９９９年本学大学院教育学研究科助教授に任ぜられま
した。
先生は、近年特に「近代日本における帝国大学体制の

形成過程」を研究課題としておられました。帝国大学を
中心としたわが国の高等教育を、国家体制と緊密な関係
を持った全体的な構造として解明する仕事、とりわけ、
森有礼文相期の体制創設期に関しては、学会誌などにそ
の研究成果を発表され、高い評価を受けておられます。
また、「大学と戦争」という研究課題にも継続して取り
組まれ、学徒動員経験者への聞き取り調査などを含めて、
実証的な研究を続けておられました。その一端は、史料
室の業績となった『東京大学の学徒動員・学徒出陣』（東

京大学出版会、１９９８年）の編集という形で、発表されて
おります。
先生のそうした実証的な研究を可能にさせたのが、大

学史史料室における膨大な公文書の収集・管理業務でし
た。先生は、わが国初の「大学アーキヴィスト」として、
帝国大学以来の本学の歴史的資料に精通され、資料収
集・整理保管・利用援助や全国大学の大学資料室関係者、
さらに本学事務局にとっても、文字通り、余人をもって
換え難い存在でありました。著書『東京大学物語 ―ま
だ君が若かったころ』（吉川弘文館・１９９９年）は、そう
した先生の見識を読みやすく解説されたもので、「トー
ダイという神話性に屋上屋を架すことだけは避け」、「精
確、かつ豊かな歴史像」を描くために、「誰もが読後に
東京大学史にアクセスできるように」という姿勢に貫か
れたものとなっています。
また、先生の大学史編纂に関わる見識は、全国各地の

大学において大学史編纂に携わる研究者たちにとって掛
け替えの無い拠り所となっており、各地の大学が百年を
過ぎ、その記念史編纂事業が続く中で、先生に寄せられ
る期待は高まるばかりでした。編著書『大学史をつくる』
（寺崎昌男、別府昭郎と共編、東信堂、１９９９年）はそう
した期待に応えたものでした。
先生は、あらゆる領域の方々と深く広い交流を保たれ、

多くの研究会を立ち上げられ、とりわけ後進の指導にお
いては、まれにみる包容力をもって、温かな指導を続け
ておられました。酒の席での先生の愉快で豪放な笑いは、
多くの人を魅了し、数々の武勇伝を残されましたが、他
面、天性の詩人であられた先生は、繊細な感受性を愛さ
れ、消えいるような小さな声に耳を傾け続けた方でもあ
りました。先生のご功績とお人柄を偲び、謹んでご冥福
をお祈り申し上げます。

（大学院教育学研究科・教育学部）
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（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

大型基礎研究の行方

ワールドカップサッカーが日本
と韓国とにまたがって開かれてい
る。日本人なら誰しも日本チーム
の勝利を願うだろう。先のソルト
レークオリンピックで日本はたっ
た２つしかメダルがとれなかった
が、多くの人は悔しい思いをした
に違いない。ずっと昔、筆者が中
学生だった頃、東大から日本初の
人工衛星打ち上げが成功し、国を挙げて大喜び
をした。２番目の人工衛星はこのコラムと同じ
「たんせい」と名付けられたが、日本独自の技
術に世界が目を見張った。日本の経済成長とと
もに民生技術は数多くの分野で世界一流になっ
たものの、基礎科学の分野では数えるほどしか
ない。しかしながら、最近、サイエンスの基礎
分野で世界が驚く成果を東大が出した。素粒子
ニュートリノに質量があるという観測結果であ
る。世界の最先端で活躍する日本チームの存在
を素直に誇らしいと思う。
私たちは、２年後に控えた大学法人化後もこ
のように世界に伍するサイエンスの大型基礎研

究を続け、日本という国の誇り醸成に貢献でき
ればと願っている。しかしながら、現在検討さ
れている大学法人化の枠組みでは、継続的かつ
大規模にお金のかかる大型基礎研究のスポン

サーとして国がその責任を全うで
きるかどうか不明である。法人化
以降、私たち研究者は、研究その
ものよりむしろ法人の中での資源
再分配のために、これまで以上に
精力を使い果たすことになるだろ
う。また、機関横断的な協力関係
にある研究者たちとは競争するは
めになる。一方、法人運営の立場

からすると、決められた財政の中でお金のかか
る大型基礎研究に足を引っ張られていたのでは、
法人化の意義が半減する。結局、サイエンスの
大型基礎研究は大学法人では衰退せざるを得な
いことになる。それでいいのだろうか。
法人化によって確実に研究が発展する分野が
あり、結果的に教育の質も上がると予想される
ことを決して否定はしないが、サイエンスの大
型基礎研究の推進に限って言えば、これを大学
個々に任せる法人化ではなく、しっかりと国が
面倒をみることを放棄しない法人化でなくては
ならない、と思う。

黒田和明（宇宙線研究所）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２４１ ２００２年６月１２日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 �（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@ml.adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html
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